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ヘッドライン　演示実験授業の実践例
　教室や実験室で，演示実験を中心に授業を展開することがある。ところが演示実験を行う
には，実験の見せ方，授業展開の仕方などに工夫が必要となる。今回のヘッドラインでは，
新任の教員の方にも，「こんな実験で，こんな授業展開の仕方があったのか」と思ってもら
えるような実践例を集めた。なお，このヘッドラインは，日本化学会関東支部化学教育協議
会協力企画である。
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　静岡県立清水東高等学校は，1923 年に静岡県立庵原中学校として設立され，
1949 年に現在の校名に改称した。1968 年に県内初の理数科を設置し，2004 年に
スーパーサイエンスハイスクール（SSH）に指定され，現在，第 4期目として，継
続中である。
　「文武両道」の精神に則し，サッカー部は全国選手権優勝 1回，全国高校総体優
勝 4回，野球部は甲子園出場春 2回，夏 2回を誇り，また，自然科学分野でも，化
学グランプリを始めとした，国際科学オリンピック，科学の甲子園での受賞など，
輝かしい実績を誇っている。

表紙の言葉　静岡県立清水東高等学校


